
新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。

区長のメッセージ、写真日誌（活動記録）、出席するイベントなどを

新宿区ホームページ「区長の部屋」でご紹介しています

古紙配合率70％白色度70％
再生紙を使用しています。
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ともに創ろう、（仮称）「漱石山房」記念館

（（仮仮称称））「「漱漱石石山山房房」」記記念念館館

建建設設工工事事がが始始ままりりままししたた
　新宿区は、国民的文豪・夏目漱石（1867年～1916年）が生まれ育ち、その生涯を閉じたまちです。区では、漱石生

誕150周年にあたる平成29年（2017年）9月の開館を目指し、漱石が晩年の9年間を過ごし「三四郎」「こゝろ」「道

草」等の名作を世に送り出した「漱石山房」と呼ばれた家のあった早稲田南町に、漱石にとって初の本格的な記念

館の整備を進めています。

　4月11日に起工式を実施し、工事が始まりました。平成29年（2017年）5月までの工事期間中、近隣の皆さんへ

の影響が極力出ないよう工事を進めていきますので、ご理解ご協力をお願いします。今回は、展示イメージなど

記念館の概要をお知らせします。

【問合せ】文化観光課文化資源係（本庁舎地下1階）（5273）4126・（3209）1500へ。

2017年夏目漱石生誕150周年に向けて

ご支援・ご協力をお願いします
　区では、記念館の整備に多くの方のお力添えをいただきたいと考え、

25年7月に「夏目漱石記念施設整備基金」を設置し、寄付を募集していま

す。28年4月14日現在で7,702万8千円（1,516件）の寄付が寄せられてい

ます。お寄せいただいたご寄付は、記念館の建設と資料収集に活用しま

す。引き続き、温かいご支援・ご協力をお願いします。

●次の方法で寄付を受け付けています

ゆうちょ銀行・郵便局での寄付

　①区文化観光課・特別出張所・区立図書館等で配布しているパンフレッ

ト（右図）にはさみ込んである払込取扱票を利用 ※手数料はかかりません

　②ゆうちょ銀行・郵便局に設置している払込取扱票を利用

　　※手数料は寄付者負担

　【口座記号番号】00180-7-0291301 新宿区夏目漱石記念施設整備基金

郵便局以外の金融機関での寄付　※手数料は寄付者負担

　③郵便局以外の金融機関のATM（現金自動預払機）を利用

　【口座番号】ゆうちょ銀行〇一九支店（当座預金）0291301

　新宿区夏目漱石記念施設整備基金

※②③を利用する方には「寄付

申出書」をお送りします。文化観

光課文化資源係へ住所・氏名・電

話番号をお申し出ください。

※ご寄付いただくと、所得税・住

民税の控除が受けられます。

※10万円以上のご寄付をいた

だいた場合は、記念館内に設置

する銘鈑に記名します。

【所在地】

早稲田南町７

東京メトロ東

西線「早稲田」駅か

ら徒歩10分

都営大江戸線

「牛込柳町」駅から

徒歩15分

都営バス「牛込保健センター前」バス停から徒歩2分

フロア案内

展示室
（企画展示・常設展示）

エント
ランス

導入展示
漱石山房再現展示室
ブックカフェ

ミュージアムショップ

図書室
講座室
収蔵庫
多目的室

◆敷地面積／1,114.79㎡ ◆延床面積／1,276.14㎡

　（仮称）「漱石山房」記念館ホーム

ページで、建設状況やイベント情

報などを随時更新していきます。

http://soseki-museum.jp/

最新情報を公開していきます
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夏目漱石記念施設整備基金

漱石に関する本を読みなが

ら、ゆったり過ごせる図書

室やブックカフェを設置
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